
労働時間削減に資するスマート農業機械と、作期の異なる品種の導入による機械稼働率の向上で収益性アップ

生産方式革新実施計画の概要 2025年12月24日認定

申請者：
合資会社 木浦精米所（宮崎県高鍋町）

対象品目：
水稲

スマート農業技術：
ロボット農業機械（トラクタ・田植機・コンバイン）
農業用ドローン

新たな生産方式：
作期の異なる品種の導入を通じた作業期間の延長による
スマート農機の稼働率の向上
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